
徳
島
県
農
業
会
議
は
平
成
28

年
４
月
１
日
よ
り
一
般
社
団
法

人
徳
島
県
農
業
会
議
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
県
知
事
の
指
定

を
受
け
徳
島
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
機
構
と
し
て
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
化
し
た
農
業

会
議
は
次
の
よ
う
な
業
務
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
農
業
委
員
会
相
互
の
連
絡
調

整
及
び
農
業
委
員
会
に
対
す
る

支
援
業
務

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
並
び

に
職
員
に
対
す
る
講
習
及
び
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
農
地
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

整
理
及
び
提
供
業
務

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
が

最
新
と
な
る
よ
う
、
毎
月
、
各

農
業
委
員
会
の
農
地
情
報
の
入

力
状
況
の
確
認
・
進
捗
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
同
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
、
農
地
に
関
す
る

情
報
を
整
理
し
、
整
理
し
た
情

報
を
関
係
行
政
機
関
、
関
係
地

方
公
共
団
体
及
び
農
地
中
間
管

理
機
構
に
対
し
提
供
し
ま
す
。

◎
農
業
経
営
を
営
み
、
又
は
営

も
う
と
す
る
者
に
対
す
る
支
援

業
務新

規
参
入
希
望
者
又
は
新
規

参
入
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

新
規
参
入
者
又
は
新
規
参
入
予

定
者
に
関
係
農
業
委
員
会
の
紹

介
を
行
い
ま
す
。

◎
法
人
化
の
支
援
そ
の
他
農
業

経
営
の
合
理
化
支
援
業
務

農
業
の
担
い
手
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
現
場
指
導
を
行
う
た

め
の
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
複
式
農
業
簿
記
記
帳
や
青
色

申
告
の
指
導
・
普
及
に
関
す
る

研
修
会
の
開
催
及
び
現
地
指
導

②
法
人
化
推
進
の
た
め
の
研
修

会
の
開
催
及
び
現
地
指
導

③
農
業
者
年
金
制
度
の
理
解
促

進
及
び
普
及
推
進
の
た
め
の
研

修
会
の
開
催

◎
認
定
農
業
者
等
農
業
の
担
い

手
の
組
織
化
及
び
組
織
の
運
営

支
援
業
務

認
定
農
業
者
や
農
業
経
営
者

の
組
織
化
を
支
援
し
、
認
定
農

業
者
組
織
や
農
業
経
営
者
組
織

に
つ
い
て
、
事
務
局
を
担
当
す

る
等
の
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎
農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
及

び
情
報
の
提
供
業
務

毎
年
、
農
地
価
格
や
農
作
業

料
金
な
ど
の
基
礎
的
な
調
査
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
農
業
者

及
び
農
業
委
員
会
、
農
地
中
間

管
理
機
構
等
の
関
係
機
関
に
対

し
情
報
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

農
業
一
般
に
関
す
る
農
業
者
等

へ
の
情
報
提
供
活
動
を
行
い
ま

す
。

◎
農
地
法
等
そ
の
他
の
法
令
の

規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
も
の

と
さ
れ
た
業
務

行
政
機
関
か
ら
の
意
見
の
提

出
又
は
会
議
へ
の
出
席
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
、
常
設
審
議
委

員
会
の
決
定
を
経
て
、
意
見
の

提
出
又
は
出
席
者
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。
特
に
、
農
地
等
の
転

用
許
可
に
係
る
農
業
委
員
会
か

ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、

行
政
機
関
の
処
分
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
認
識
し
、
農
業
委

員
会
及
び
県
の
担
当
部
局
と
密

接
な
連
携
を
図
り
、
適
正
か
つ

公
正
に
処
理
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
と

と
も
に
数
多
く
の
業
務
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
密
に
し
、

風
通
し
の
良
い
関
係
を
築
い
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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主

な

内

容

一
．
徳
島
県
農
業
会
議
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト･

･
･
･
･
･
･
･
･
･

１

二
．
全
国
情
報
会
議
開
催
／
農
業
者
年
金
の
重
点
方
針･

･

２

三
．
農
地
転
用
事
務
処
理
が
変
更
さ
れ
ま
し
た･

･
･
･
･
･
･
･

３

四
．
県
単
就
農
研
修
制
度
／
農
の
雇
用
の
募
集
開
始･

･
･
･

４

五
．
女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

５

六
．
徳
島
県
農
業
会
議
等
の
行
事
予
定
／
人
事
異
動･

･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

改
正
農
業
委
員
会
法
が
４
月
１

日
施
行
さ
れ
た
。
農
業
委
員
会

組
織
は
「
農
地
利
用
最
適
化
」
の

推
進
に
向
け
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

踏
み
出
し
た
。
農
地
利
用
の
最
適

化
に
は
中
間
管
理
機
構
と
の
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。

徳
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構

に
よ
る
と
、
昨
年
度
の
機
構
を
通

じ
た
転
貸
実
績
は
初
年
度
か
ら

倍
増
し
た
。
実
績
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
は
農
業
委
員
が
積
極
的
に

関
与
し
、
機
構
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
（
人
・農

地
・
プ
ラ
ン
）
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。改

正
法
施
行
時
に
任
期
途
中

の
農
業
委
員
は
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
の
業
務
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
機
構
は
平
成
28

年
度
は
さ
ら
に
倍
を
超
え
る
面

積
を
目
標
に
掲
げ
て
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
る
。

改
正
農
業
委
員
会
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
人
・
農
地
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
農
業
委
員
会
組

織
も
結
束
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（Ｓ
．
Ｉ
）

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
農
業
会
議
（
徳
島
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
）
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

会長 寺井 正邇



全
国
農
業
会
議
所
主
催
に
よ

る
平
成
28
年
度
全
国
情
報
会
議

が
４
月
５
日
、
椿
山
荘
（
東
京

都
文
京
区
）
で
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
、
阿
南
市
、
徳
島
市

農
業
委
員
会
が
出
席
し
た
。

会
議
に
さ
き
が
け
て
、
第
22

回
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
農
業
委
員
会

と
情
報
活
動
功
労
者
、
優
秀
農

業
委
員
会
・
団
体
・
優
秀
農
業

委
員
会
に
対
し
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

阿
南
市
と
徳
島
市
は
普
及
率

が
農
業
委
員
数
比
５
倍
以
上
を

達
成
し
、
優
秀
農
業
委
員
会
と

し
て
表
彰
さ
れ
、
県
農
業
会
議

は
全
国
農
業
新
聞
の
連
載
企
画

記
事
の
部
で
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
。

会
議
で
は
、
全
国
農
業
会
議

所
の
松
本
専
務
理
事
よ
り
、

（
１
）
平
成
28
年
度
情
報
事
業

計
画
に
つ
い
て
（
２
）
農
地
利

用
の
最
適
化
を
進
め
る
情
報
提

供
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提

案
が
あ
っ
た
。
特
に
、
農
業
委

員
会
の
最
重
要
業
務
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
「
農
地
利
用
の
最
適

化
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

情
報
提
供
活
動
の
果
た
す
役
割

が
重
要
で
あ
る
と
し
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員

に
つ
い
て
は
早
期
皆
購
読
を
進

め
る
よ
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

記
念
講
演
で
は
、
「
み
ん
な

で
取
り
組
む
ま
ち
お
こ
し
・
む

ら
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
鹿
児

島
県
鹿
屋
市
串
良
町
の
柳
谷
自

治
公
民
館
長
の
豊
重
哲
朗
氏
か

ら
お
話
が
あ
っ
た
。

豊
重
氏
は
、
「
行
政
に
頼
ら

な
い
住
民
自
治
」
に
取
り
組
み
、

遊
休
農
地
で
栽
培
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
焼
酎
の
販
売
な
ど
で
自

主
財
源
を
確
保
し
、
福
祉
や
教

育
に
還
元
。
空
き
家
の
活
用
で

移
住
や
交
流
を
促
進
し
、
人
口

減
と
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
と
い
う
。
講
演
中
は
住
民
同

士
の
繋
が
り
と
協
力
で
、
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
強
く
訴
え
か
け
、
豊
重
氏
の

熱
弁
に
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。

（
笹
賀

圭
）
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全
国
情
報
会
議
が
開
催

全国情報会議で挨拶する全国農業会議所の二田会長

平
成
２
８
年
度
農
業
者
年

金
加
入
推
進
の
基
本
方
針
・

重
点
取
り
組
み

１
．
加
入
推
進
の
基
本
方
針

本
年
度
の
加
入
推
進
の
基
本

方
針
は
、
「
加
入
者
累
計
13
万

人
に
向
け
た
後
期
２
カ
年
強
化

運
動
」
の
新
規
加
入
目
標
に
取

り
組
み
、
そ
の
中
で
、
20
歳
か

ら
39
歳
の
年
間
新
規
加
入
の
目

標
２
，
８
０
０
人
を
達
成
す
る

こ
と
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
加
入
資
格
が
あ

り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
政
策

支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
な
が
ら
、
制
度
の
内
容
を

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
農
業
者

の
解
消
に
向
け
て
、
関
係
機
関
・

団
体
が
一
丸
と
な
り
、
加
入
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

２
．
加
入
推
進
の
重
点
取
り

組
み
事
項

加
入
推
進
の
基
本
方
針
を
踏

ま
え
、
市
町
村
段
階
（
農
業
委

員
・
Ｊ
Ａ
）
並
び
に
県
段
階
の

業
務
委
託
機
関
、
基
金
等
関
係

機
関
・
団
体
は
、
加
入
推
進
の

重
点
事
項
と
し
て
次
の
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図

り
つ
つ
老
後
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
の
政
策
支
援
加
入
の
働

き
か
け

（
２
）
若
い
農
業
者
へ
加
入
を
勧

め
る
幅
広
い
働
き
か
け
と
、
新

規
就
農
対
策
の
対
象
と
な
る
新

規
就
農
者
へ
の
働
き
か
け

（
３
）
平
均
寿
命
の
長
い
女
性
農

業
者
が
自
ら
加
入
し
、
老
後
に

備
え
る
た
め
の
幅
広
い
働
き
か

け（
４
）
公
的
年
金
が
国
民
年
金
の

み
で
上
乗
せ
年
金
が
な
い
農
業

者
の
解
消
に
向
け
た
働
き
か
け

（
笹
賀

圭
）



申請者
各市町村

農業委員会
県

県機構

新たな農地転用事務のイメージ

申請

許可書交付

③⑥⑦審査・許可書発行

①大規模案件等の原本送付

②通常案件等は意見書を付して送付

⑤意見

①大規模案件

等写し送付

④意見聴取

（諮問）

③審査

⑤大規模案件等の県機構

＋農業委員会意見書送付

③審査

※大規模案件等、県機構に意見を聞く

必要がある案件

（通常案件は従来どおり）

農
地
法
改
正
に
伴
い
農

地
転
用
の
事
務
処
理
が

変
更
さ
れ
ま
し
た

本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
改
正
農
地
法
に
よ
り
、
農
地

転
用
に
係
る
事
務
処
理
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
農
業
委
員
会

が
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
農

地
転
用
の
許
可
申
請
書
に
つ
い

て
総
会
等
で
審
議
し
、
意
見
を

付
し
て
知
事
に
進
達
、
知
事
は

そ
の
各
案
件
に
つ
い
て
農
業
会

議
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
後
に

許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
農
業
委
員
会

が
知
事
に
許
可
申
請
書
を
進
達

す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
農

業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

の
意
見
を
聴
き
、
知
事
に
進
達

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
但
し
、
農
地
法
の
権
限
移
譲

を
受
け
て
い
る
市
町
村
は
今
ま

で
と
同
様
の
手
順
で
行
い
ま
す
。
）

こ
の
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
構
と
は
、
「
農
業
協
同
組

合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
」
に
基
づ
き
、
一
般
社

団
法
人
化
し
た
農
業
会
議
が
県

知
事
の
指
定
を
受
け
、
各
都
道

府
県
に
一
つ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
で
は
徳
島
県
農
業
会
議

が
一
般
社
団
法
人
徳
島
県
農
業

会
議
に
組
織
変
更
し
、
徳
島
県

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

構
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。改

正
農
地
法
で
は
、
農
地
転

用
面
積
が
30
ア
ー
ル
を
超
え
る

案
件
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し

て
い
ま
す
が
、
「
現
場
か
ら
距

離
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
判
断
す

る
と
い
う
農
地
法
許
可
制
度
の

基
本
的
考
え
に
鑑
み
、
農
業
委

員
会
は
都
道
府
県
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
意
見
聴

取
が
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
30

ア
ー
ル
以
下
の
農
地
案
件
に
つ

い
て
も
、
そ
の
意
見
聴
取
を
活

用
で
き
る
こ
と
の
周
知
を
図
る

こ
と
」
と
い
う
参
議
院
農
林
水

産
委
員
会
の
付
帯
決
議
を
踏
ま

え
、
農
地
法
の
本
文
に
も
「
農

業
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
農

業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
場
合
は
、
県
農
業
基

盤
課
の
農
地
利
用
調
整
担
当
が

会
議
等
で
各
農
業
委
員
会
の
担

当
者
等
に
農
地
転
用
の
事
務
処

理
の
変
更
点
を
周
知
し
、
30
ア
ー

ル
以
下
の
転
用
案
件
に
つ
い
て
、

「
ど
の
よ
う
な
場
合
に(

一
社
）

徳
島
県
農
業
会
議
の
意
見
聴
取

を
求
め
る
の
か
」
に
つ
い
て
調

査
し
、
農
業
会
議
の
担
当
者
等

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
意
見

聴
取
す
る
基
準
を
以
下
の
と
お

り
と
決
定
し
ま
し
た
。

①
農
用
地
区
域
内
農
地
、
甲
種

農
地
及
び
第
１
種
農
地
に
お
け

る
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

場
合

②
農
用
地
区
域
内
農
地
、
甲
種

農
地
及
び
第
１
種
農
地
に
お
け

る
一
時
転
用
（
営
農
型
太
陽
光

発
電
施
設
の
設
置
等
）の
場
合

こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
本
年

４
月
１
日
以
後
に
各
農
業
委
員

会
で
受
理
し
た
農
地
転
用
の
許

可
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
で
あ
る(

一
社
）

徳
島
県
農
業
会
議
で
審
議
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

(

一
社
）
徳
島
県
農
業
会
議

で
は
、
農
地
転
用
の
意
見
聴
取

の
た
め
に
開
催
し
て
い
る
会
議

の
名
称
を
、
こ
れ
ま
で
の
「
常

任
会
議
員
会
議
」
か
ら
「
常
設

審
議
委
員
会
」
に
改
め
る
と
と

も
に
、
毎
月
の
定
例
日
を
18
日

か
ら
13
日
に
変
更
し
、
今
ま
で

以
上
に
農
地
転
用
の
事
務
処
理

の
迅
速
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
常
設
審

議
委
員
会
の
運
営
規
程
の
制
定

や
、
農
地
転
用
現
地
調
査
実
施

要
領
の
作
成
等
、
適
正
な
農
地

行
政
を
側
面
か
ら
支
え
る
た
め

に
様
々
な
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
転
用
の
事
務
処
理
に
つ

い
て
は
、
そ
の
他
に
も
国
が
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
「
権
限
移

譲
」
と
は
別
に
、
農
林
水
産
大

臣
が
市
町
村
長
を
指
定
す
る

「
指
定
市
町
村
制
度
」
を
新
た

に
設
け
、
都
道
府
県
知
事
と
同

様
の
権
限
を
付
与
さ
せ
、
生
産

性
の
高
い
優
良
農
地
の
確
保
の

観
点
と
地
方
分
権
の
推
進
の
観

点
の
双
方
か
ら
、
地
域
農
業
の

振
興
と
農
村
の
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
易
く
し
ま
し

た
。そ

の
指
定
基
準
は
、
以
下
の

３
点
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①

優
良
農
地
を
確
保
す
る
目

標
を
定
め
る
こ
と

②

農
地
転
用
許
可
等
を
基
準

に
従
っ
て
適
正
に
運
用
す
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

③

農
地
転
用
許
可
制
度
等
に

係
る
事
務
処
理
体
制
が
整
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

な
お
、
そ
の
他
に
も
第
５
次

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
農
地

転
用
許
可
制
度
の
許
可
権
者
等

が
変
更
さ
れ
、
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

超
え
の
農
地
転
用
に
係
る
事
務
・

権
限
は
国
（
農
林
水
産
大
臣
）

と
の
協
議
を
付
し
た
上
で
、
都

道
府
県
に
移
譲
す
る
と
と
も
に
、

２
～
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
転

用
に
か
か
る
国(

農
林
水
産
大

臣
）
と
の
協
議
を
廃
止
す
る
な

ど
、
農
地
転
用
に
関
す
る
事
務

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。（

事
務
局
次
長

田
中

智
）
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「
と
く
し
ま
就
農
ス
タ
ー
ト

研
修
（
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ

推
進
事
業
）
」
受
入
経
営
体
、

研
修
生
の
募
集

◇
募
集
期
間
：
平
成
28
年
５
月

１
日
～
平
成
28
年
５
月
20
日

◇
募
集
人
数
：
40
名
程
度

◇
研
修
期
間
：
平
成
28
年
６
月

１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
は
（
一
社
）

徳
島
県
農
業
会
議
ま
で

住
所
：
〒
７
７
０
ー
０
０
１
１

徳
島
市
北
佐
古
一
番
町
５
番
12

号

徳
島
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階

T
E
L

：
０
８
８
ー
６
７
８
ー
５
６
１
１

F
A
X

：
０
８
８
ー
６
７
８
ー
５
６
６
４

HP:
h
ttp

:/
/
w
w
w
.to

ku
kaigi.o

r.

jp
/

（
一
社
）
徳
島
県
農
業
会
議
で

は
、
県
内
で
新
規
就
農
希
望
者

を
研
修
生
と
し
て
雇
用
し
、
実

践
指
導
い
た
だ
く
農
家
又
は
農

業
法
人(

以
下
「
受
入
経
営
体
」

と
い
う
。)

を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
受
入
経
営
体

に
雇
用
さ
れ
、
実
践
的
な
技
術

を
習
得
し
よ
う
と
す
る
研
修
生

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
生
は
「
県
外
か
ら
移
住
」

又
は
「
県
内
で
在
住
」
を
問
わ

ず
、
農
業
を
志
す
方
、
徳
島
県

で
就
農
す
る
強
い
意
欲
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま

す
。

１
．
受
入
経
営
体
の
要
件

県
内
の
農
家
又
は
農
業
法
人

で
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
方

①
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
意

思
と
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と

②
指
導
責
任
者
（
経
営
者
本
人

も
含
む
）配
置
す
る
こ
と

③
就
農
研
修
期
間
中
に
お
い
て
、

研
修
生
を
雇
用
し
、
賃
金
を
支

払
う
こ
と
（＊
最
低
賃
金
以
上
）

④
研
修
生
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、

期
間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
契
約

を
締
結
す
る
こ
と

⑤
周
年
を
通
じ
て
、
月
間
１
４
０

時
間
以
上
の
労
働
時
間
を
確
保

す
る
こ
と

⑥
労
働
保
険
（労
災
保
険
、
雇
用

保
険
）に
加
入
さ
せ
る
こ
と

⑦
実
践
研
修
の
一
環
と
し
て
、
他

の
農
家
等
で
の
研
修
を
組
み
入

れ
る
場
合
は
、
研
修
生
が
加
入
す

る
傷
害
保
険
料
を
負
担
す
る
こ

と⑧
研
修
生
は
、
親
族
（
３
親
等
以

内
）で
な
い
こ
と

⑨
実
践
研
修
中
の
安
全
対
策
・

事
故
防
止
に
配
慮
す
る
こ
と

⑩
研
修
開
始
後
、
徳
島
県
農
業

会
議
が
開
催
す
る
本
事
業
に
関

す
る
研
修
会
に
、
経
営
者
（
又
は

指
導
責
任
者
）
と
研
修
生
を
参

加
さ
せ
る
こ
と

２
．
研
修
生
の
要
件

①
徳
島
県
で
就
農
す
る
強
い
意

欲
を
お
持
ち
の
方

②
55
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
研
修

開
始
時
点
）

③
普
通
運
転
免
許
証
を
有
す
る

者
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
免
許
所
有
者
を

優
先
）

３
．
助
成
内
容

助
成
内
容
は
雇
用
し
た
研
修

生
に
対
す
る
研
修
経
費
（
月
額

上
限
97
千
円
）、
指
導
者
の
技
能

向
上
の
た
め
の
研
修
費(

年
間
上

限
36
千
円)

を
受
入
経
営
体
に

助
成
し
ま
す
。

（
安
芸
卓
生
）

「
農
の
雇
用
事
業
」
の
募
集

が
開
始
さ
れ
ま
し
た

「
農
の
雇
用
事
業
」
（
平
成
28

年
度
第
２
回
募
集
）が
募
集
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
平
成
28
年
４
月

25
日
～
平
成
28
年
５
月
31
日
で

す
。問

い
合
わ
せ
・
申
請
先
は
、

(

一
社
）徳
島
県
農
業
会
議
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

「
農
の
雇
用
事
業
」
と
は
農
業

法
人
等
が
就
業
希
望
者
を
新
た

に
雇
用
し
、
就
農
に
必
要
な
技

術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得

さ
せ
る
た
め
の
実
践
的
な
研
修

に
対
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

助
成
内
容
は
新
規
就
業
者
に

対
す
る
研
修
費
（
月
額
上
限
97

千
円
）
、
指
導
者
の
技
能
向
上

の
た
め
の
研
修
費(

年
間
上
限

36
千
円)

を
併
せ
て
、
年
間
上

限
１
２
０
万
円
を
最
長
２
年
間

助
成
し
ま
す
。

【
農
業
法
人
等
の
要
件
】

①
お
お
む
ね
年
間
を
通
じ
て
農

業
を
営
む
農
業
法
人
、
農
業
者
、

農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
等
で
あ

る
こ
と

②
研
修
生
に
対
し
て
、
十
分
な

指
導
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

「
研
修
責
任
者
」
（
原
則
と
し

て
、
研
修
開
始
日
時
点
で
農
業

経
験
が
５
年
以
上
あ
る
役
員
又

は
従
業
員
）
を
置
く
こ
と

③
研
修
生
と
の
間
で
、
期
間
の

定
め
の
な
い
雇
用
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
。

④
研
修
生
を
労
働
保
険
（
雇
用

保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
）

に
加
入
さ
せ
る
こ
と
。

ま
た
、
法
人
の
場
合
は
社
会

保
険
（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
）

に
も
加
入
さ
せ
る
こ
と
。

⑤
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

年
間
平
均
35
時
間
以
上
（
研
修

生
が
障
が
い
者
の
場
合
は
20
時

間
以
上
）
で
あ
る
こ
と

⑥
従
業
員
を
常
時
10
名
以
上
雇

用
し
て
い
る
事
業
体
に
つ
い
て

は
、
就
業
規
則
を
整
備
し
労
働

基
準
監
督
署
へ
届
け
出
て
い
る

こ
と

⑦
本
事
業
と
期
間
が
重
複
す
る

他
の
公
的
助
成
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

【
研
修
生
の
要
件
】

①
本
事
業
で
の
研
修
終
了
後
も

継
続
し
て
就
農
す
る
意
志
が
あ

り
、
研
修
開
始
日
時
点
で
原
則

45
歳
未
満
で
あ
る
者

②
研
修
開
始
時
点
で
正
社
員
と

し
て
の
就
業
期
間
が
４
ヶ
月
以

上
あ
る
こ
と

③
過
去
の
農
業
経
験
が
正
社
員

採
用
日
時
点
で
５
年
以
内
で
あ

る
こ
と

④
農
業
法
人
等
の
代
表
の
３
親

等
以
内
で
な
い
こ
と
（
労
働
者

性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
）

⑤
過
去
に
当
該
農
業
法
人
等
の

正
社
員
で
は
な
か
っ
た
こ
と

（
安
芸
卓
生
）
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鳴
門
市
農
業
委
員
・齊
藤
は
つ
子

さ
ん

「
農
家
を
継
い
だ
長
男
に
継
い

だ
こ
と
を
後
悔
し
て
欲
し
く
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
企
業
で
働

く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
じ
く
ら

い
の
給
料
、
そ
し
て
年
金
を
将

来
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
の
が

親
の
責
任
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
語
る
の
は
、
鳴
門
市
農
業
委

員
の
齊
藤
は
つ
子
さ
ん
（66
）。

齊
藤
さ
ん
は
、
夫
と
息
子
の

３
人
で
、
牛
を
75
頭
飼
育
し
酪

農
業
を
営
む
一
方
で
、
10
㌶
の

農
地
で
水
稲
を
栽
培
し
て
い
る

専
業
農
家
だ
。
当
時
で
は
珍
し

く
父
の
代
か
ら
女
性
後
継
者
と

し
て
経
営
を
受
け
継
ぎ
、
２
㌶

だ
っ
た
農
地
を
約
５
倍
の
経
営

面
積
に
ま
で
広
げ
た
。
経
営
者

と
し
て
の
手
腕
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
話
し
出
し
た
ら
止
ま
ら

な
い
地
域
の
相
談
役
の
お
ば
ち
ゃ

ん
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

「
地
域
の
祭
り
や
お
祝
い
事
の

際
に
は
、
私
自
慢
の
お
赤
飯
を

炊
い
て
地
域
に
配
っ
て
ま
わ
り

ま
す
。
繋
が
り
を
持
ち
、
気
遣

う
こ
と
は
農
家
に
と
っ
て
は
重

要
な
ん
で
す
。
農
業
委
員
の
仕

事
に
つ
い
て
も
地
域
と
の
繋
が

り
が
大
事
で
す
か
ら
ね
」
と
笑

顔
で
語
る
。
そ
ん
な
齊
藤
さ
ん

は
、
父
が
農
業
委
員
の
時
か
ら

農
業
者
年
金
の
普
及
推
進
を
手

伝
っ
て
お
り
、
制
度
へ
の
理
解

も
深
い
。
経
営
移
譲
の
際
に
は

早
め
の
手
続
き
を
進
め
、
受
給

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ

て
い
る
。

「
将
来
、
後
継
者
に
少
し
で
も

余
裕
を
持
た
せ
て
、
農
業
っ
て

い
い
な
と
思
わ
せ
て
あ
げ
た
い
。

そ
れ
は
農
家
の
後
継
者
と
し

て
選
ん
だ
親
の
責
任
だ
と
思
う
。

１
万
円
を
遊
び
に
使
う
な
ら
、

辛
抱
し
て
で
も
後
継
者
の
た
め

に
年
金
を
か
け
て
ほ
し
い
！
」

と
の
思
い
を
語
っ
た
。

昨
年
度
は
農
業
後
継
者
３
名

の
加
入
を
促
し
、
積
極
的
に
普

及
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

何
十
年
後
、
進
め
て
く
れ
て
良

か
っ
た
と
齊
藤
さ
ん
に
感
謝
す

る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

次
回
は
阿
波
市
の
野
口
邦
子
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。(

笹
賀
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公
庫

（日
本
公
庫
）徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
の

融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商
談
会

の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
の
経

営
改
善
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
実
質
無
利
子

化
措
置
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
向
け
資
金
の
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
に
つ
い
て
は
、
人
・農
地
プ
ラ

ン
」の
中
心
的
経
営
体
に
対
す
る
支

援
と
し
て
引
き
続
き
本
年
度
も
当

初
予
算
に
基
づ
く
特
例
措
置
を
設

け
た
ほ
か
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算

に
基
づ
く
「Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別
対
策
枠
」も

設
け
ら
れ
、
利
子
助
成
に
よ
る
実
質

無
利
子
化
措
置
（融
資
後
５
年
間
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
実
質
無
利
子
化
措
置

は
あ
く
ま
で
特
例
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、
予
算
上
の
枠
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
に
年
度

途
中
で
予
算
枠
を
使
い
切
る
可
能

性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。

資
金
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
お

早
め
に
公
庫
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
年
等
就
農
資
金
の
融
資
状
況
と

体
制
整
備
状
況

平
成
26
年
度
か
ら
融
資
取
扱
い
を

開
始
し
た
青
年
等
就
農
資
金
は
、

昨
年
度
は
徳
島
県
内
で
先
に
１
億
３

千
９
百
万
円
を
融
資
し
制
度
創
設

初
年
度
と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。

本
資
金
の
円
滑
な
融
資
取
扱
い
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
県
農
林
水

産
部
、
県
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
町

村
等
の
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

青
年
等
就
農
資
金
は
、
無
利
子
・

無
担
保
・無
保
証
の
、
新
規
就
農
者

に
と
っ
て
有
利
な
資
金
制
度
で
あ
り
、

設
備
投
資
だ
け
で
な
く
、
就
農
後
５

年
以
内
に
必
要
な
運
転
資
金
も
融

資
可
能
で
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
技
術

習
得
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
、
融
資
限
度
額
が
１
億
円

と
な
る
特
認
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。詳

し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
公
庫
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京

出
展
者
募
集
中

８
月
18
・19
日
の
２
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（東
京
都
江
東
区
）で
、
当

公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

東
京
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産
物
及
び
そ

の
加
工
食
品
に
限
定
し
た
商
談
会

と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
も
の
で
、

出
展
者
は
約
五
五
〇
、
来
場
者
は
２

日
間
で
約
１
万
４
千
人
に
の
ぼ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

出
展
に
あ
た
っ
て
は
、
出
展
料
（一

小
間
10
万
円
弱
）と
諸
経
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
徳
島
県
は
そ
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
に
必
要
な
予

算
を
平
成
28
年
度
予
算
で
措
置
し
、

販
路
の
開
拓
を
目
指
す
農
業
者
等

を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生
産
物
の
販
路
の
拡
大
を
考
え
て

お
ら
れ
る
方
等
、
本
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

展
に
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
別
記
問
い

合
わ
せ
先
に
お
気
軽
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
展
者
募
集
の
締
め
切
り

は
５
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
募

集
小
間
数
に
達
し
次
第
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
早
め
に
！

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

　１３日 徳島県農業会議第１回常設審議委員会 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員等

　２０日 新規就農・人材対策関係主任者会議 東京都「ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター」 新規就農希望者・人材育成主任者

　２７日 農政・担い手対策事業主任者会議 東京都「ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター」 農業会議農政、担い手関係主任者

　２７日 日本農業法人協会担当者会議 東京都「ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター」 農業法人協会担当者

　２８日 農地・組織対策事業主任者会議 東京都「ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター」 農業会議農地、組織対策主任者

　９日～１０日 都道府県農業会議事務局長会議 東京都「蚕糸会館」 都道府県農業会議事務局長

　１３日 都道府県農業会議会長会議 東京都「主婦会館プラザエフ」 都道府県農業会議会長

　１３日 農業者年金推進対策協議会 徳島県ＪＡ会館３階小会議室 徳島県農業会議、ＪＡ中央会関係者

　１６日 徳島県農業会議第２回常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階会議室 徳島県農業会議常設審議委員

　１６日 徳島県農業会議理事・監事会 徳島県ＪＡ会館８階会議室 徳島県農業会議理事、監事

　１８日 農業機械安全使用者養成講座（出前講義） 徳島県農業大学校 大型特殊免許取得講習者

　１９日 徳島県農業法人協会総会 阿波観光ホテル 農業法人協会会員等

　２４日 徳島県担い手育成総合支援協議会監事会 徳島県ＪＡ会館３階小会議室 担い手協議会幹事

　２５日 徳島県有機農産物認証協会理事会、総会 徳島県ＪＡ会館別館２階５号会議室 有機認証協会理事、会員

２６日～２７日 平成２８年度全国農業委員会会長大会 東京都「文京シビックホール」 市町村農業委員会会長

３０日～３１日 新聞・出版事業西日本ブロック主任者会議 東京都「ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター」 農業会議新聞出版事業担当者

４日 新・農業人フェアー 大阪マーチャンダイズマートビル 就農・就農希望者

１３日 徳島県担い手育成総合支援協議総会 徳島県ＪＡ会館８階会議室 担い手協議会構成員

１３日 徳島県農業会議第３回常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階会議室 徳島県農業会議常設審議委員会

１３日 徳島県農業会議総会・理事・監事会 徳島県ＪＡ会館８階会議室 徳島県農業会議会員、理事、監事

６　月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

４　月

５　月

人
事
異
動
（
４
月
１
日
）

▽
新
任
・
事
務
局
長
（県
出
向
）

井
上
眞
一
（
徳
島
県
南
部
総
合

県
民
局
産
業
交
流
部
長
）

▽
昇
任

主
任
・
安
芸
卓
生
（
主
事
）

▽
新
規
採
用

主
事
・
永
松
知
子
、
嘱
託
・
藪
内

和
男
、
臨
時
職
員
・齋
藤
歩

徳
島
県
農
業
会
議
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
一
社
）
徳
島
県
農
業
会
議
が

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

と
し
て
の
業
務
を
開
始
し
た
こ
と

に
伴
い
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
し

ま
し
た
。
今
後
、
内
容
の
充
実
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

下
さ
い
。

農
業
の
従
業
員
採
用
・
育
成
マ

ニ
ュ
ア
ル

従
業
員
の
定
着
に
は
、
透
明

性
の
あ
る
賃
金
制
度
や
人
事
評

価
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
本
書
は
、
農
業
の
従
業

員
の
採
用
や
育
成
に
関
す
る
実

務
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
と
し
て

好
評
。
内
容
は
、
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
や
安
全
管
理
に
対

応
し
、
②
外
国
人
技
能
実
習
生

の
労
務
管
理
の
留
意
点
を
充
実
、

③
６
次
産
業
化
へ
の
対
応
な
ど

の
記
述
も
充
実
。
④
申
告
書
、

変
更
届
、
関
連
資
料
等
も
最
新

の
も
。
正
社
員
の
ほ
か
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
研
修
生
、
外
国

人
技
能
実
習
生
雇
用
に
関
す
る

す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
網
羅
。

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
規
格
：Ａ
４
判
／
４
０
８
頁

◇
定
価
：４
０
０
０
円
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

（一社）徳島県農業会議の住所移転

徳島県農業会議の住所地は、徳島市かちどき橋1丁目の

「徳島県林業センター４階」でしたが、耐震調査の結果、建物

が取り壊されることになり、徳島市北佐古一番町の「徳島県ＪＡ

会館８階」に移転しました。また4月1日からは一般社団法人

徳島県農業会議に組織変更し、農業委員会ネットワーク機構

として業務を開始しました。ご理解ご協力をお願いします。

(一社)徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)678-5664
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介


